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CloudVision® Studios を利用したネットワーク自動化 

あらゆるオペレーター向けに設計された CloudVisionによるネットワーク自動化 

 

 

 

 

CloudVision は、テレメトリ、分析、自動化に関してクラウド・ネットワーキングの原則に基づいて設計された最新のネットワーク管理プレーンです。

当初、アリスタは、この原則をデータセンターのユースケースに利用していましたが、エンタープライズ・キャンパスなど、ネットワーク・ドメインを越

えて適用します。アリスタのコグニティブ・キャンパス・アプローチの基盤である CloudVision 導入によって、エンタープライズを完全に自動化し、

運用コストの大幅な削減や、新しいサービスの迅速なイネーブルメントを実現できます。 
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概要 

今日のエンタープライズ・ネットワーク運用チームは、変化するビジネス・ニーズに合わせて新しいネットワーク・サービスの展開アプローチを適応

させなければなりませんでした。それを自動的に実現するには、基盤となるネットワークをコマンドラインを使用する脆弱なデバイス制御に基づく

旧式のモデルから、ネットワーク全体を制御する最新の抽象化モデルへ進化させる必要があります。 

CloudVision のこれまでのネットワーク構成管理アプローチは、設定を継承し、その原則を再利用する、一元化された「コンフィグレット」モデルを

通じて、ネットワーク・プロビジョニングを効率的に運用するモデルでした。このアプローチをもとに、アリスタは、CloudVision Studios を導入して

います。これは、CloudVision 内で設定ワークフローを自動化し、業務ネットワークと基盤となるネットワークとの間の柔軟な抽象化を実現する新

機能です。 

CloudVision Studiosは、使いやすいポイ

ント＆クリック操作のユーザー・インター

フェイスでDay 0、Day 1、Day 2のワーク

フローを提供するので、設定の構文に関

する専門知識を問いません。そのため、

管理作業を実施できる要員の範囲が広

がり、あらゆるレベルのオペレーターがシ

ンプルな GUI ベースのフォームから自信

を持って速やかに変更を行うことができま

す。それと同時に、変更を確認、検証、承

認するための変更管理を使用して、正確

かつ確実に変更を展開できます。

CloudVision Studios が提供する柔軟な

ワークスペース・アプローチは、最初のデータセンターやキャンパスを構築するためのテンプレート、ネットワーク容量を段階的に追加するための

ワークフロー、ヘルプデスク主導の基本的な日々の変更など、多くの一般的な構成関連タスク用の組み込みワークフローを出発点としています。

さらに、Studios はあらゆる機能セットに合わせて作成やカスタマイズできるので、旧式のネットワーク管理システムに見られるような、柔軟性の

ないユーザー・インターフェイス・アプローチを回避できます。 

CloudVision Studios は、ネットワーク全体の最新のデータ・モデルを通じて、ネットワークの抽象化を行います。企業はこのアプローチを採用し

て、明確に定義された柔軟なフレームワークでビジネス・ニーズをネットワーク・セマンティクスに直接変換し、最終的にエンタープライズ・エクスペ

リエンスを向上させることによって、日々のネットワーク運用作業を自動化できます。その際に、CloudVision は、オペレーターがネットワークを管

理する方法について最新の解釈を提供します。ワークフローは、ロールベースの権限に合わせて設計され、実行中の作業を監視し、組織のリス

クを軽減します。 

 

 

Studiosの重要なメリット 

CloudVision Studiosは、新しい宣言型モデルを使用するシンプルな設定管理を導入し、以下の重要なメリットを実現します。 

 ポイント＆クリック操作によるネットワーク自動化 - 柔軟性を維持し、Arista Validated Network Designs をすぐにスピンアップできるよう

設計されたシンプルなガイド付きインターフェイス。 

 柔軟な設定「ウィザード」 - 従来のウィザードと設定管理には柔軟性がなく、脆弱です。Studios では、ビジネス要件に応じて柔軟に入力

できるよう設計された、カスタマイズ可能なユーザー固有のワークフローを作成できます。 

 ネットワーク全体のデータ・モデル - ネットワーク全体にわたる変更の自動化をシンプルにするための抽象化。オペレーターは、Studios

の「メインライン」コード内に保存される目的のネットワーク状態を定義します。このモデルで、ネットワーク全体の状態を集約して表示でき

ます。 
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CloudVision には、一般的な顧客導入の設計パターンに基づいて設計された Studios があらかじめパッケージ化され、組み込まれています。こ

の設計パターンは、Arista Validated Designs、マルチドメインNetOpsのプロビジョニング・ワークフロー、パッケージ化された一般的な機能セット

のコレクションを取り込んでおり、ポイント＆クリック・インターフェイスで操作できます。 

ウィザードは、設定ツールでは一般的なものです。ウィザードは、シンプルなワークフローに適応していることが多く、取り込んでいるのは機能の

一部で、通常はハードコードされていて柔軟性がありません。Studiosがオペレーターに提供するインターフェイスには柔軟性があります。組織は、

CloudVisionと EOS内で利用可能な機能をすべて利用して、ビジネス・ニーズに基づいた独自のプロビジョニング要件を取り込むことができます。

すべてのワークフローは API主導で、目的の運用モデルに応じて GUIからユーザー拡張可能なワークフローに拡張できます。 

 

 

Studiosは、デバイスごとの設定をネットワーク全体のデータ・モデルに抽象化します。この機能によって、組織のビジネス・ニーズを機器ごとでは

なくネットワーク全体のネットワーク・セマンティクスに変換できます。ネットワークの変更を展開前に検証することで、オペレーターは自信を持って、

モデル化された目的のネットワーク状態を展開できます。ネットワーク状態を CloudVision にリアルタイムでストリーミングして保証を継続的に提

供し、専門家によるインサイトとサービスの検証をビジネスにフィードバックできます。 

 

 

 

 

課題とオペレーター・タイプ 

組織のネットワーク運用の迅速化に関して、企業は多くの課題に取り組んでいます。Studiosは以下の課題に対応します。 

 構成管理 - ネットワーク・デバイス設定は複雑で、抽象化できない場合があります。通常、管理システムが提供するのは機能の一部で

す。結果として、運用モデルは脆弱になります。 

 オペレーターの専門知識 - オペレーター・タイプは幅広く、ネットワークに関する専門知識を持つ人材は限定的です。ネットワーク自動化

に関する専門知識となると、さらに限られます。 

 フィードバック・ループ - 保証についての旧式のアプローチは、手作業によるものです。監視データのノイズの選別には手間がかかるの

で、正常からの逸脱などのイベントについてアラートを発行するには、リアルタイムのインサイトを利用した事前対応型のアプローチが必

要です。 
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CloudVision Studiosのアプローチは、マルチドメインの運用モデルでこれらの課題に対応しようとします。Studiosには、組織内のオペレーター・

タイプに応じて最適なネットワーク自動化を提供する運用モデルがあります。 

 

 

 

CloudVision に組み込みの Studios は、Arista Validated Designs

向けのガイド付きワークフローを提供します。これは、専門家ではな

いオペレーターでも事前定義済みのワークフローに従ってビジネス

成果を達成できるということです。組み込み Studios の範囲は、ロー

ルベースの表示と管理を適用できるよう、適切に定義されています。 

 

変更範囲が幅広いネットワーク管理者は、組み込み Studios を利用

したり、カスタマイズしたり、独自のカスタム Studios を開発したりす

ることができます。組み込み Studios は編集可能で、組織の特定の

ニーズやネットワークに展開する機能に合わせてワークフローを適

応させることができます。  

この「ノーコード」アプローチは、シンプルなポイント＆クリック操作の

インターフェイスを通じて UI を変更することができ、オペレーターが

すぐに利用できます。 

 

一方、DevOps スキルを持つオペレーターは、「ローコード」アプロー

チでカスタムの Studiosアプリを作成できます。この機能により、ビジ

ネス・ワークフローに合わせて完全にカスタムの Studio を開発でき

ます。目的の成果を上げるため、UI の入力を定義し、カスタム・コー

ドを開発できます。これらの高度な機能は、CloudVisionの他の要素

や、サードパーティ・システムとのやり取りが可能です。 

 

アーキテクチャ構成要素 

CloudVision Studiosのアーキテクチャ構成要素の概要を以下に示します。 

Studiosは既存の CloudVisionプロビジョニン

グ・ツールセットに含まれ、CloudVision に備

わっているシームレスな構成変更、変更管理

ワークフロー、一元化された設定リポジトリを

利用します。そして、ネットワーク全体のデー

タ・モデル、グラフィカル・ユーザー・インター

フェイスを使用した目的の状態の入力、サード

パーティ・システムとの統合用の最新 APIなど

の新しい構成要素でプロビジョニングを強化し

ています。このように既存の機能と共存できる

ので、組織はネットワーク運用に既に組み込

んでいる CloudVision のプロビジョニング・プ

ロセスの使用をすぐに取りやめることなく、新

しいプロビジョニング・ワークフローを導入できます。時間をかけてこの新しいワークフローを導入し、ビジネス・ニーズに最適な新しい運用モデル

を開発できます。 
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Studiosの重要な概念 

Studioへの入力 

以下に示すように、ポイント＆クリック操作のインターフェイスによる

ガイドに従って、Studio で目的のネットワーク状態を入力することが

できます。各 Studio が、一連の機能のネットワーク全体にわたる設

定を管理します。この例は、キャンパス Studio と、Arista Validated 

Designsの一部として必要な入力を示しています。 

 

 

 

Studios はネットワークの現在の設定を反映します。オペレーターは、

目的のネットワーク状態を使用して、既存のネットワーク構成に対す

る変更を提案します。 

Studios はタグを使用して、1 つの設定にバリエーションを作成でき

ます。たとえば、「Role: Spine」というタグを持つスイッチと、「Role: 

Leaf」というタグを持つスイッチで、設定を別にすることができます。 

CloudVision のすべての構成要素と同じく、Studio の操作はすべて

API 中心です。つまり、UI を使用する操作はすべて、gRPC または

RESTでスクリプト化することもできます。そのため、このツールは非

常に拡張性があり、CloudVision 内でワークフローを実行したり、

CloudVision 内で利用する情報を外部システムから抽出したりする

サードパーティ・システムとの統合が容易です。 

タグ 

タグは、デバイスやインターフェイスに適用されるラベルと値のペア

です。たとえば、「Role: Spine」や「Datacenter: New York」などです。

タグを使用するとデバイスを任意にグループ化でき、タグのクエリを

通じてデバイスやインターフェイスを簡単に見つけることができます。

タグのクエリは、「Campus: SF」のようにシンプルにすることも、

「IntfType: Uplink AND Role: Leaf」のように複雑にすることもできま

す。 

 

 

イベントのカスタマイズ、イベント通知、ダッシュボード構成など、タグ

は CloudVision内で既に広く利用されています。 

ワークスペース 

ワークスペースは、Studios で行うあらゆる変更の準備基地です。

ユーザーがネットワーク変更の準備を行うとワークフローが作成さ

れ、Studio内や、タグに対して行われるすべての変更をトラッキング

します。 

 

 

 

ワークスペースを使用すると、ユーザーは互いに干渉することなく同

時に変更の準備を行い、変更を実際に実施する前に提案できます。

ワークスペースは一度だけ作成され、ネットワークに変更を展開す

るために送信されます。 

ワークスペースを送信すると、新しい変更がネットワークの「メインラ

イン」構成に取り込まれます。メインラインにさらに編集を加えると、

新しいワークスペースが作成されます。このようなワークスペースと

メインライン・コードの概念には、これまでネットワーク管理者が容易

に利用できなかった、一般的なソフトウェア開発の原則の一部が取

り入れられています。 

Studios を使用してネットワーク状態を変更する例を以下に説明しま

す。この例には、「L3LS Studio」、「EVPN サービス Studio」、「イン

ターフェイス・マネージャーStudio」という 3つの Studiosが表示され

ています。この環境内で定義済みの一連のタグもあります。 
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ワークスペースが作成されると、このネットワーク状態がワークスペースにコピーされ、変更に利用できるようになります。変更には、既存の状態構

成の削除、変更、追加が含まれます。以下の例では、「EVPN サービス Studio」内に新しい EVPN サービス（ServiceC）を追加するとともに、もう 1

つのEVPNサービス（ServiceB）を削除しています。このワークスペースでは、新しいリーフ・スイッチに新しいデバイス・タグも追加されています。単

一のワークスペースで、複数の Studiosにまたがる変更を取り込むことができます。 

 

 

ワークスペースを送信すると、変更された状態が変更を取り込んだ新しい「メインライン」に保存され、今後の参照または変更用に Studios内で利用

できるようになります。すると、CloudVision が提案されたネットワーク変更に対する変更管理を作成し、通常の変更管理プロセスを通じて展開でき

るようにします。 

Studioのデータ・モデルとテンプレート 

Studiosは、ユーザーによる完全なカスタマイズが可能です。カス

タマイズの方法は、既存の組み込み Studios を変更するか、新し

いStudioを最初から作成するかです。Studiosのインフラストラク

チャが提供するユーザー・インターフェイスと API のバックエンド

は、Studio のデータ・モデルから自動的に作成されます。データ・

モデルは、「ローコード」の Python 3 テンプレートを利用して、

EOS CLI に変換されます。このテンプレートを Jinja2 または

Mako で作成して、一般的なスクリプト構造体と関数を自動化

ワークフローの開発に簡単に利用することができます。 

Studiosにバンドルされている組み込みエディタの指示に従って、

新しいStudioを作成できます。管理者はロールベースのアクセス

制御を利用して、Studios のデータ・モデルとテンプレートを変更

するためのアクセス権を制限できます。Studios をエクスポートし

て複数の CloudVision インスタンス間で共有できるので、組織は

Studios を CloudVision クラスタに分散させたり、アリスタの

Github ページなどのパブリック・リポジトリを利用して外部と共有

したりすることができます。 
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組み込み Studios 

アリスタは、お客様が当社のソリューションを導入する一般的な方法について、検証済みの設計を多数用意しています。その中には、アリスタのユ

ニバーサル・クラウド・ネットワーク（UCN）アーキテクチャ上に構築されるキャンパスやデータセンターの設計が含まれます。組み込み Studios は

CloudVision に付属しているので、顧客はこれらの検証済みのネットワーク設計を難しい設定なしで展開できます。この他に、一般的なプロビジョニ

ング・ワークフローにインターフェイス・プロビジョニング、セグメンテーション、サービス・プロビジョニングなどの要素を取り入れたものも、組み込み

Studiosとして含めました。最後に、アリスタは一般的な機能セットのコレクションを作成し、まとめて管理できるようにしました。たとえば、パブリック・

クラウドのワークロードの到達可能性を監視する接続モニターとしての機能や、NTP、AAA、DNS などデバイス管理の構成要素のコレクションがあ

ります。Arista EOSプラットフォーム上で構成可能なものはすべて、CloudVision Studio内で処理できます。 

 

 

これらの Studios は、すぐに使えるプロビジョニング・ワークフローを提供してお客様のマルチドメイン環境全体に展開できるよう設計されています。

キャンパスでもデータセンターでもパブリック・クラウドでも、これらの Studios を利用して、組織が求めるネットワーク全体にわたる自動化プラット

フォームを実現できます。 

以下に、ネットワーク・ファブリックに組み込みの Studiosの例をいくつか示します。 
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キャンパス・ネットワークのユースケース 

キャンパスのネットワーク設計は、建物内の展開からキャンパス全体にわたる展開までさまざまです。多くの場合は物理的なケーブル配線の制約

があり、レイヤ2延伸が必要な場合もあります。アリスタのコグニティブ・キャンパス・ネットワークは、このようにさまざまなタイプのキャンパス展開に

適した設計のベスト・プラクティスを利用します。CloudVision に付

属のキャンパスStudioは、コグニティブ・キャンパス設計ガイドに文

書化されているこれらの Arista Validated Designs を採用して、ソ

リューションの導入（Day 0）、キャンパスのスケール・アウト（Day 

1）、環境内のサービスとポートのプロビジョニング（Day 2）を難しい

設定なしで実行できるプロビジョニング・ワークフローをオペレー

ターに提供します。 

1つの建物の 1つのフロアの 1つのワイヤリング・クローゼット内に

複数のスイッチを展開する場合もあります。アリスタのコグニティ

ブ・キャンパス設計では、これらのスイッチはエンドポイント接続と

いう共通の目的のため、多くの場合はエンドポイント・タイプに合わ

せて定義された一連のポート・プロファイルを使用して展開されるス

イッチの集合になります。たとえば、プロファイルによって IP電話や

プリンタやゲスト・ユーザーを表すことができます。これらのプロファ

イルはサービスの論理定義に必要な構成を定義するもので、セグ

メンテーション、802.1X ポリシー、QoS パラメーター、その他の論

理サービス構成を含めることができます。 

 

 

 

CloudVision Studiosを利用すると、非常に柔軟でカスタマイズ可能

な方法で、ネットワーク内のスイッチの論理セットとプロファイルを定

義できます。つまり、Day 2のプロビジョニングのオペレーターは、ス

イッチの展開方法を気にすることなく、設定が必要なスイッチを識別

するだけで、組み込み Studios が関連するスイッチに必要な構成を

行います。 

  



ホワイトペーパー 

 

  

 

 

 

データセンター・ネットワークのユースケース 

キャンパスのユースケースと同様に、データセンター向けの Arista Validated Designsも組み込み Studioに取り込まれています。この Studioを利

用すると、EVPN VXLANオーバーレイの有無にかかわらず、オペレーターはレイヤ 3のリーフ/スパイン・ネットワークを展開し、管理できます。この

Studio の入力と、作成されるテンプレートは、世界で何千社もの顧

客に導入されているアリスタの UCN から学習したベスト・プラクティ

スに基づいています。リーフ・スイッチは、スパインへのアンダーレ

イとして BGP を使用して構成されたシングルホームまたはマルチ

ホームのリーフとして展開できます。 

Studioは、リーフ/スパイン・ネットワークの IPアドレス指定の基本的

な割り当てや、MLAGドメインに必要な設定を行います。その結果、

データセンター・ネットワークを展開したり、環境の継続的な管理に

使用するためにオペレーターに提供されるワークフローがシンプル

になります。 

データセンターの Day 2オペレーションを扱うのはサービス・プロビ

ジョニング Studio で、組織はこの Studio を利用して、データセン

ターの最初のプロビジョニングとDay 2の継続的なサービス・プロビ

ジョニングの管理を分けることができます。ユーザーは、シンプルな

インターフェイスを通じてデータセンター全体の EVPN サービスの

定義やプロビジョニングを行います。 
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まとめ 

CloudVision Studiosは、ネットワーク自動化にビジネス・アジリティを取り入れるにあたって組織が直面している実際の問題に対応するため開発さ

れました。このアプローチでは、ネットワーク全体のデータ・モデルで提案する状態を定義することで、ビジネス・ロジックと要件を密接に合致させて、

ネットワークに対する変更が目的の効果を確実に生み出せるようにします。 

CloudVision は組み込み Studios、「ノーコード」のカスタマイズ、完全カスタムの「ローコード」という選択肢を提供し、脆弱な構成、限定的な専門知

識、可視性と保証の不足という課題に取り組んでいる企業が利用できる自動化オプションの幅を広げています。 

CloudVision Studiosは、Arista CloudVisionに付属しており、追加のライセンスや費用は必要ありません。Studiosの機能セットは既に提供を開始

しています。 
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